




要約:3 つのリサーチクェスチョンに分けてまとめる。①学習障害の定義は 1988 年の全米

学習障害合同委員会のそれを一部修正して用いる。②学習障害の中枢性障害の研究には事

象関連電位が有用である。③学習障害への対応には、神経心理学的診断が必要で、K-ABC

を他の検査と併せて用いる。指導はサブタイプ別に特性に応じて進めていくことが重要で

ある。注意欠陥多動障害の判定には質問表を活用し、合併する他の行動異常にも十分留意

し、児童精神医学的対応をはかる。


